
昇龍道は実に多様で豊かな観光資源を有しており、まさに“日本
の誇りと魂”が凝縮された観光エリアと言える。四季の自然美、祭
りや食等の生活文化、ものづくりの伝統および最先端技術等を味
わうことができるなど、ゴールデンルート（東京～京都・大阪）が
有する東京のポップカルチャーや京都の歴史遺産等の観光資源
とは大きく差別化ができる。
こうした魅力ある観光資源について、世界に向けてより一層分
かりやすく、効果的に伝えていくため、昇龍道プロジェクトでは昨
年４月に４つのモデルコースを策定した。外国人の幅広い観光
ニーズに対応するべく、それぞれテーマ性・ストーリー性を持た
せており、エリア内を長期に周遊してもらうためのプロモーション
ツールとして積極的に活用されている。
本特集では、３月号に引き続き、この４つのモデルコースについて
紹介する。
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“日本の誇りと魂”に出会える
昇龍道４つのモデルコース Vol.2

富士山と茶畑

“日本の誇りと魂”に出会える
昇龍道４つのモデルコース Vol.2
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図2　昇龍道エリアにおける国・地域別の宿泊者数
（平成22年 vs 平成27年)

出所：観光庁2010年および2015年「宿泊旅行統計調査」
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図3　中部国際空港就航の中国便数および就航都市数の推移

出所：中部国際空港（株）より提供
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図1  平成27年昇龍道エリア  外国人宿泊者の国籍別シェア

出所：観光庁2015年「訪日外国人消費動向調査」　参考表９「訪日前に最も期待していたこと」
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出所：観光庁2015年「宿泊旅行統計調査」　参考第1表
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コースコンセプト
Dragonコースは、日本列島のまんな

かを南北に横断し、能登半島を頭とす
る龍がこのエリア最大都市の名古屋か
ら天に昇っていく様子に見立てた「昇龍
道の象徴的なコース」である。
名泉の誉れ高い下呂温泉や和倉温

泉を楽しみつつ、山車・からくり等の祭
りや刀鍛冶、金箔工芸などの伝統文化
を感じられるなど、太平洋側から山岳地
帯を経て日本海側へ抜ける変化に富
んだ風光明媚な自然に加え、まち、食、
文化を体験することができる。

主な対象市場は中国
中国市場は、昇龍道９県における宿泊者数が最も
多く（図１）、かつこの５年間の伸び率が最も高い数値
で推移している（図２）。中国本土と中部国際空港の
就航便数も平成22年冬の75便から130便、就航都市
数は11から24と大幅に増加している（図３）。また、
この市場では、ショッピングの他に、温泉・日本食や四
季折々に魅力のある自然・景勝地が好まれる（図４）。

雄大な自然と温泉、グルメ、伝統文化、ショッピングエ
リアを有するこのコースは、市場の嗜好と一致する。台
湾や香港からの旅行者に次いでリピーター数の増加も
十分期待できる市場であることから、継続的なプロモー
ションが必要である。今後、富裕層を対象とするショッピ
ングを組み込んだツアーの造成に向けて、中国現地の
旅行会社へのプロモーションや商談会が展開される。
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左上：ひつまぶし（愛知県）、右上：飛騨牛（岐阜県）　左下：白えび（富山県）、右下：加能ガニ（石川県）

Ｄragonコースで人気のグルメ
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図5　欧州市場の嗜好

出所：観光庁2015年「訪日外国人消費動向調査」　参考表９「訪日前に最も期待していたこと」

図6　北米市場の嗜好
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コースコンセプト
近世に、江戸と京都を結ぶ東海道の53の宿場町

の様子は、歌川広重の「浮世絵」に描かれ、西洋の印
象派の画家たちに影響を与えた。Ukiyo-eコースは、
戦乱の世を生き抜き、広重が生きた近世の日本に泰
平をもたらした徳川家康を含む３人の偉大なサムラ
イゆかりの城や古戦場を訪れ、近世の東海道に沿っ
て走る新幹線や、ものづくり産業を体験できるコー
スである。

主な対象市場は欧米・タイ
欧米市場には、四季折々の魅力を持つ自然景観や

日本の歴史・伝統文化体験が好まれる（図５・６）。
また、滞在日数が中華圏や東南ア
ジアと比べて長期間である（図７）
とともに、初めての訪日旅行者の
中で10日以上の滞在期間を要す
特徴的な市場でもある。東西に伸
びるUkiyo-eコースと、南北に伸
びるDragonコースをセットにす
るなど、滞在期間に合わせた旅

行ツアーの提案も有効と考えられる。今後は、戦国時
代から現代にいたる経済活動の中心的な役割ともの
づくり文化の体感の他、農漁村等を活用した体験プ
ログラムやテーマ性をもったコンテンツを活かした個
人旅行者向けの情報発信が展開される。
タイ市場は、ASEAN諸国の中では観光・レジャー
目的の訪日者が多く、リピーター割合も高いことから
（図８）、今後の有望な市場といえる。また、四季の魅
力を持つ自然景観やテーマパーク等も比較的好まれ
ていることから（図９）、今後は訪日旅行者に人気の
富士山の他、コース上に立地するサムライ・ものづくり
をテーマとしたコンテンツの情報発信を中心にプロ
モーションが展開される。
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出所：観光庁2015年「訪日外国人消費動向調査」から抜粋
観光目的で訪れた外国人について各地域ごとの平均泊数を算出

出所：観光庁2015年「訪日外国人消費動向調査」および
観光庁2015年「宿泊旅行統計調査」

出所：観光庁2015年「訪日外国人消費動向調査」
参考表９「訪日前に最も期待していたこと」

図7　国・地域別の平均泊数 図８　昇龍道エリアにおけるＡＳＥＡＮ諸国の宿泊者他 図9　タイ市場の嗜好
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山車・からくり街道
祭りに華やかさを添える「山車」は、山、鉾、屋

台、曳山、だんじり等、地域によってさまざまな名
称で呼ばれている。昇龍道エリアには、山車や、山
車にからくり人形を乗せた「からくり山車」が数多
く存在し、山車・からくりの宝庫といえる。平成28
年12月に「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化
遺産に登録されたが、登録対象の全国18府県33
件の祭りのうち、16件が昇龍道エリア内にある。
この魅力を国内外に広く発信するため、山車・

からくりの起源や祭りを紹介するパンフレットや
動画を作成し、昇龍道の多言語Webサイトにも
掲載している。今後は、身近に触れてもらう機会を
一層増やすため、祭りの開催時期以外でも楽しめ
る体験プログラムの造成等を積極的に進めていく
必要がある。

昇龍道の魅力あるコンテンツ 

 

昇龍道の魅力あるコンテンツ 
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ひきやま

昇龍道エリア ４月開催の山車祭り

ユネスコ無形文化遺産の「山・鉾・屋台行事」

日　　程　4月14日（金）・15日（土）
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